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枚
数
が
多
い
の
と
図
柄
も
今
ひ
と
つ
だ
っ
た
の
で
あ
ま

り
人
気
が
出
ま
せ
ん
で
し
た
。

平
成
二
〇
年
か
ら
二
八
年
ま
で
は
「
地
方
自
治
法
施

行
六
〇
周
年
」記
念
の
千
円
銀
貨
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
か
ら
が
カ
ラ
ー
コ
イ
ン
の
出
来
映
え
の
見
せ
時

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
各
都
道

府
県
の
図
柄
の
美
し
さ
に
は
驚
き
ま
す
。
こ
の
中
で
評

価
額
が
高
い
の
は
、一
番
目
に
発
行
さ
れ
た
北
海
道
（
写

真
⑥
）、
平
成
二
二
年
の
高
知
県
（
写
真
⑦
）、
平
成
二

三
年
の
岩
手
県
（
写
真
⑧
）、平
成
二
五
年
の
静
岡
県
（
写

真
⑨
）、
平
成
二
八
年
に
一
番
最
後
に
発
行
さ
れ
た
東
京

都
（
写
真
⑩
）
で
す
。

北
海
道
の
図
柄
は
タ
ン
チ
ョ
ウ
で
一
番
最
初
に
発
行

カ
ラ
ー
コ
イ
ン
と
は
、コ
イ
ン
の
一
部
に
ク
レ
ー
（
白

土
）
を
敷
き
、
そ
の
上
か
ら
図
柄
を
オ
フ
セ
ッ
ト
印
刷

し
た
も
の
を
言
い
ま
す
。厳
密
に
は
カ
ラ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
コ
イ
ン
と
呼
ぶ
の
が
正
し
い
か
と
思
い
ま
す
。

日
本
で
最
初
に
発
行
さ
れ
た
カ
ラ
ー
コ
イ
ン
は
、
平

成
一
五
年
一
月
に
発
行
さ
れ
た
「
第
五
回
ア
ジ
ア
冬
季

競
技
大
会
」
記
念
の
千
円
銀
貨
（
写
真
①
）
で
す
。
発

行
枚
数
は
五
万
枚
で
し
た
が
、
最
初
の
カ
ラ
ー
コ
イ
ン

だ
っ
た
の
で
当
選
倍
率
が
高
く
全
然
当
た
り
ま
せ
ん
で

し
た
（
笑
）。
一
番
値
段
が
高
か
っ
た
と
き
は
五
万
円
位

の
価
格
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。そ
れ
で
も
最
初
の
カ
ラ
ー

コ
イ
ン
と
い
う
事
で
未
だ
に
人
気
が
あ
り
、
今
は
一
万

五
千
円
位
の
価
格
で
す
。

同
年
の
一
一
月
に
は
「
奄
美
群
島
復
帰
五
〇
周
年
」

記
念
千
円
銀
貨
（
写
真
②
）
が
発
行
さ
れ
ま
し
た
。
鮮

や
か
な
ル
リ
カ
ケ
ス
の
絵
柄
だ
っ
た
の
で
覚
え
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
方
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

次
は
、平
成
一
六
年
の
「
愛
・
地
球
博
（
愛
知
万
博
）」

の
千
円
銀
貨
（
写
真
③
）
で
す
。
そ
の
次
は
平
成
一
八

年
に
発
行
さ
れ
た
「
国
際
連
合
加
盟
五
〇
周
年
」
記
念

の
千
円
銀
貨
（
写
真
④
）
で
す
。
ど
ち
ら
も
発
行
枚
数

が
七
万
枚
と
増
え
ま
し
た
。
た
だ
裏
面
の
グ
ラ
フ
ィ
ッ

ク
の
地
球
の
図
柄
が
よ
く
似
て
い
る
の
に
は
笑
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
平
成
一
九
年
一
一
月
に
発
行
さ
れ
た
「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
技
能
五
輪
国
際
大
会
」
記
念
の
千
円
銀
貨

（
写
真
⑤
）
は
、
八
万
枚
の
発
行
枚
数
で
し
た
。
発
行

カ
ラ
ー
コ
イ
ン

ド
ク
ト
ル
・
マ
サ
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【写真③】
2005年日本国際博覧会記念

千円銀貨幣

【写真④】
国際連合加盟50周年記念

千円銀貨幣


